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アイルランド語バラッド C̀6SinarMoThuama'

菱 川 英 一

EiichiHishikawa

汎ヨーロッパ的な口泉文芸形式であるバラッドの研究において､しばしばヨ

ーロッパ各国の版の比較考量が行われる｡口承の過程では様々な版が或いは混

清し或いは変容し或いは消失してきたと推定され､現存の形は不完全であるこ

とが珍しくない｡故にある伝承バラッドを読み解こうとすれば､しばしばその

対象だけでは十全な理解が得られず､共通する要素や足らざる要素を他の (言

語圏の)バラッドに求めつつ考察するはかない｡

本論はそうした試みの一端として､スコットランド及びイングランドの15

世紀に遡る英語バラッド T̀heUnquietGrave'(Child78)｢眠れぬ墓｣との比較考

察を通して､ C̀占SinarMoThuama'｢私の墓の上に誰が｣のアイルランド語バ

ラッドとしての特徴を浮彫 りにしようとするものである｡1'

バラッドは汎ヨーロッパ的文芸形式であるが､ヨーロッパのバラッドの包括

的研究史においてはアイルランド語バラッドは従来閑却されてきた｡

カー (W.p.Ker)によるヨーロッパ ･バラッドの比較研究 òntheHistoryof

theBallads,1100-1500'(1914)はその種の研究の情夫と目されるものであるが､

ヨーロッパに存在する大方の言語グループを網羅しながらも､なぜかケルト諸

語は言語分類から欠落する｡ 2'従って､アイルランド語バラッドに対する言及

はない｡

カーはアイルランド語詩を知らなかった訳ではなく､中期アイルランド語

(C.900-1200)の-詩形 (ochtfhoclachbee)の汎ヨーロッパ的広がりを丹念に追

った研究もある｡ 3'その中では､ハイ ド (DouglasHyde)のLoveSongsof

Connacht(1893)も狙上に載せ､扱う時代は十分に幅広いし､アイルランドの英

語詩に対する言及もある｡ にもかかわらず､アイルランド語バラッドに村する

言及がないのは､そのような例が十分に知られていなかったからであると考え

られる｡

この状況は変わることなく続き､カーの研究から四半世紀後に出たエントウ

イスル (W.J.Entwist]e)のEuropeanBaZEad'y(1939)の分類にもケルト諸語はな
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く､アイルランド語バラッドは扱われない｡

それからさらに四半世紀 を経て､汎ヨーロッパ的なバラッド国際会読

(Kommission触 Volksdichtung)が1966年の第1向大会 (Freiburg)を皮切 りに

ほほ毎年開催されるようになるが､ようやくケルト薄汚のバラッドに集中的な

光が当たるのは1985年の第15回大会 L(Dublin)のことであるOだが､その段

階では､アイルランド譜バラッドについてはまだその稀少性のみが強調される

ことになる｡

第15回バラッド国際会議 mublin,1985)

シールズ (HughShields)は1985年のバラッド国際金鉄の論文集BaElad

Researchで ｢ヨーロッパのバラッド形式のケルト話語への適応については稀で

あり 〔あったとしても〕後代に属するという所見があるくらいで､それ以上は

この間蓮は概して未調査の領域である｣と述べ､同間麓への注意を喚起したo4'

ここで､同会議にちなみ発表された､ゴーアン (CathalGoan)絹の音源集

scc'azamhra'inCheilEeacharケルト話語の物語歌jに基づきケルト詩語のバラッ
ドの例を概観してみることにする｡5'同音源集及びそれに対応する文献 (注 10

参照)は､ケル ト詩語バラッドをまとめて取上げた貴重な成果であり､今後の

アイルランド語バラッド研究にとり有益と倍ずる故である｡

ゴーアンは編纂した詩歌につき次のように述べる｡

T点roinntdenah血 riinsinlefailsnateangachaceilteachachmaratharlaI/Onn

nilachpeiresachnuasachseo(uimh.12 L̀ordRandal'agusuim･274 Òur

Goodman'.Cegur托idirarAgobhfuilgaolaganamhrdnÀbheanudal'thal1'i
_′

nGaeilgenahEireannagusaganamhrin'Thigant-eathar'inGaeilgenahAlban

leisan bhailiad T̀heTwo【sic]Sisters',Childuimh.10).Arantaobheileden

scぬ1,isleaganthatabheithsuimiBil虐aJlI-ambr血 Brio血aehÀrGomandoneZ'

(AntSlbhean)denbhaileadEoTPaCharfe打rColasagusaithneair,b'miidir,trl'

mheinnaFraincise:･LeRoiRenaud･6'

L̀ordRandal'(Child12)についてはアイルランド語版二種を収録するO-つは

マクドノハ (Cdlal'B血 MacDonnchadha)が唄う Àmhr血 nahEascainne'｢鰻の

歌｣であ り､一つはオカイン (M益irtfndcadhain)がシールズに朗踊した

C̀iardtaョFhigasTdagDoPhaistf'｢子供たちには何を残すの｣であるoいずれ
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もアイルランド西部ゴールウェ一県出身者により1970年代に録音されたもの

である｡ 7'̀OurGoodman,(Child274)についてはエリス (WilliamH.Ellis)が唄

うウェールズ語版 c̀anycwcwallt'｢寝取られ男の歌｣を収録する｡ウェール
ズ北西部グウイネズ州で1964年に録音されたものである｡

ゴーアン編sce'azamhraJinCheiLteachaにおいて厳密に｢チャイル ド･バラッド｣

といえるのは以上二篇であるが T̀neTwaSisters'(Child10)と関連を有するアイ

ルランド語歌 ÀBheanUdal'Thall'｢そこの婦人よ｣と､その源泉とされるスコ

ットランド･ゲ-ル語歌 T̀higant-Eathar'｢舟は来る｣についてそれぞれ三種

及び一種を収録する｡ 8'それぞれの題から判る通 り､元の話の一部のみが展開

する歌である｡

ブル トン語の物語歌はバラッド (gwerz)を含め計四篇を収録するがそのう

ち ÀrGomandonez'(妖精)はフランス語の L̀eRoiRenaud'｢ルノー王｣によ

ってよく知られるヨーロッパのバラッド類型の興味深い例である｡

この四ケル ト諸語の物語歌につきゴーアンはヨーロッパの有力な国際的言語

の圧力下にあると概括 し､具体的にはアイルランド語､スコットランド･ゲ-

ル語､及びウェールズ語の歌は英語の影響下にありブル トン語の歌はフランス

語の支配下にあるとする｡ゴーアンの収集にはマン島語の一例 も含まれるが､

現代口語ではない｡
10)

ゴーアンの収集には含まれないが､｢チャイル ド･バラッド｣と関連する有

名なアイルランド語バラッドの例には s̀naidhmanGhra'｢恋結び｣がある｡こ

れは L̀ordThomasandFairAnnet'(Child73)や B̀onnyBarbaraAllen'(Child84)

と同種の愛と死の主題を有する｡ll'

第28回バラッ ド国際会議 (Hildesheim,1998)

英語バラッドの翻訳でないアイルランド独自のバラッド歌に ÀnCaill'nDeas

Donn'がある｡似た主題は他の物語にもあるが明確に対応する英語版の歌はな

い｡】2'シールズは1998年のバラッド国際会議で､この歌がアイルランド語で

創作されたとすればその種の最初の例であろうと指摘 し､1985年の自らの見解

を修正 して次のように述べる｡

NeverthelessitseemslikelythatsongsthusembodyingfTeaturesofballadfbrm or

style,etcLSuggestabroaderpresenceoftheballadgenreinIrishthanthesurvIVlng

specimensglVeevidenceof,andemphasiseatthesametimetheslgnificanceof
■
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form inthegenreasacontributoryfactorintheprocessoftranslation･

即ち､従来はアイルランド語によるバラッドはヨーロッパのバラッドにおいて

稀少な例に限られるとされたけれども､近年の研究の進展により実はより広範

に存在するのではないかと考えられる｡そのこと､及び翻訳の過程において､

バラッド形式 (とアイルランド語詩の韻律との関係)を考慮に入れることが重

要であるとシールズは指摘する｡

この指摘は2007年にヒラーズ (BarbaraHillers)の研究のような実を結ぶ｡

ヒラーズは1985年のケル ト諸語バラッド集でウェールズ語版が取上げられて

いた ÒurGoodman'(Child274)につきアイルランド語版を発見し論じたのであ

るol4'だが､いまだに･TheUnquietGrave,(Child78)のアイルランド語版につい

ての研究はなく､以下に些かなりともこの面での寄与を目指すものである｡

英語の ｢眠れぬ墓｣

先述のアイルランド語バラッド ｢恋結び｣は恋人同士であった生者と死者と
の対話を含む点で ｢眠れぬ墓｣類型のバラッドと類似する｡スコットランド及

びイングランドの T̀heUnquietGrave'｢眠れぬ墓｣(child78)につきチャイル
ドは10種以上のヴァ-ションを挙げる｡短いもので4連､長いもので 14連に

達する｡どのヴァ-ションも他のバラッド群との関係は浅くない｡例えば､殆

どのヴァ-ションの第2連における誓いの言葉 (死んだ恋人の墓の上で一年と

一日喪に服す)は ･clerkSaunders,(Child69)などのそれと同種であるO'5'また､

どのヴァ-ションでも2連ほどは s̀weetwilliam'sGhost'(Child77)の2連とほ

ぼ同一である｡

T̀heUnquietGrave'の主題はヴァ-ションにより差異はあるが概して死者へ

の過剰な悲嘆はその安息を妨げるとする民間信仰である｡Child78Aのヴァ-

ションを引く｡

1 T̀hewinddothblowtoday,mylove,

Andafewsmalldropsofrain;

Ⅰneverhadbutonetrue-love,

Incoldgraveshewaslain.

2 'I'lldoasmuchformytrue-love
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Asanyyoungmanmay;

T'1)sitandmoumallathergrave

Foratwelvemonthandaday.I

3 Thetwe一vemonthandadaybeingup,

Thedeadbegantospeak:

■OhwhositsweeplngOnmygrave,

Andwillnotletmesleep?'

4 1'TisI,mylove,sitsonyourgrave,

Andwillnotletyousleep;

ForIcraveonekissoryourclay-cold一ips.

AndthatisallIseek.'

5 Ỳoucraveonekissofmyclay-coldlips;

Butmybreathsmellsearthystrong;

Ifyouhaveonekissofmyclay-coldlips,

YourtiTnewiJlnotbelong･

6 L'Tisdowninyondergardengreen,

Love,whereweusedtowalk,

Thefinestf一owerthaterewasseen

lswitheredtoastalk.

7 .TTleStalkiswithereddry,mylove.

Sowillourheaれsdecay;

Somakeyourselfcontent,my)ove,

TillGodca])syouaway･･16)

男が死んだ恋人の墓の上で1年と1日嘆き暮らした後に､死者のほうが ｢私の

墓の上で泣き続けて眠りを邪魔するのは誰か｣と問いただす｡男は恋人に対し

名乗りを上げ､｢ただ､もう-たびのロづけを｣と訴える｡女は､それはあな

たには死を意味すると倉め､最終2連で､以前散歩した緑の園の美しい花も今
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は枯れた､そのように私たちの心も萎れたのだから神から迎えが来るまでお待

ちくださいと､自然の摂理を諭す｡

以上は墓の上と下との､即ち生と死との対話劇 と捉えられるが､具象性の点

で墓の臨場感を高めるのは､child78Aでは第1連の雨と風､及び､第4､5連

の土臭いロ (̀clay-coldlips',̀mybreathsmellsearthystrong')である01年と1日

もの間､墓の上に坐し､亡き恋人を思って涙を流し続けた男は､雨が降ろうと

風が吹こうとものともしない｡男は土に葬られた恋人の唇が土のように冷たく

なったことは承知のうえで､口づけを求める｡女は自分の土気色の唇から洩れ

る息は強烈に土臭いことを告げ､死の息に他ならないことを悟らせる0

雨と風と土の三つは密接に関連して生死の対照及びそれが現れる場としての

墓場の性質を強調する｡ 冷たくじめじめした死の世界である墓場が､地水風か

ら成る荒涼たる自然にさらされた場であることを浮彫りにする｡

この英語版child78Aでは､地水風のどの要素もそれぞれの役割を果たし､

強め合う｡地 (-土)は墓の上と下とを隔てるものであり､地上のものと地下

のものとが､即ち生と死とが接する界面を表す｡墓の下のものはやがて土に還

るべきものである｡そのことを ｢土臭い口｣(̀clay-coldlips')は直裁に表現す

る｡水 (-雨､涙)は上から下に落ちるものであり､地上から地下へのベクト

ルを暗示する｡雨は冷やし､地下の冷たさ､死者の冷たい唇を連想させる｡涙

は生者の悲しみを表すと同時に死者の眠りを妨げるものである｡風 (-冷たい

風､また死者の息)は場面が屋外の､風の吹きわたる荒涼たる場であることを

示す｡17'風は冷やし､死者の冷たい唇が吐く土臭い息は生命の息吹ではなく､

冥土の死の風である｡

韻律面で地水風に絡む生と死を強調する工夫は第1連では r̀ain/1ain'の脚韻

があり､地上の雨と地下の埋葬された死者とを結びつけると同時に生と死の超

えられぬ壁が涙を誘うこととなる (- ｢地水｣の側面)｡地が生と死とを隔て

るのであるがアイルランドでは過度の涙は死者に穴を穿つと信じられた｡川'

第4連に/Uの音が3連続する突出した頭韻 (̀crave/kiss/clay-cold')が現れ､

恋人の土気じみた唇とのロづけを切望するとの異様な訴えがなされる0/i:/の

母音韻 (̀sleep/seek')は､恋人の眠りを破ってでも口づけしたいとの願いを示

唆する｡この盲進する愛情が冥土の秩序を破壊しかねないことを音韻的に最も

良く示すのは l̀ips'である｡この語の音は､ s̀leep'に含まれる仝子音を解体し､

長い母音の代わりに鋭く短い母音を用いて､いわば強引に組み換えた構成を有

する｡即ち､土のように冷たい唇を男があくまで求めることは恋人の眠りを妨
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害し分断する挙に他ならないことを如実に示す｡

第5連で音韻的に最も痛烈に響くのは､thの子音韻である (̀breath/earthy').

この､やや珍しい子音韻は､息が土臭いことを強調するだけでなく､地下の死

の世界は風と土とが同化する､地上とはまったく別の異界であることも暗示す

る｡

アイルランド詩の ｢眠れぬ墓｣

英語版バラッドchild78Aは男の死せる恋人に対する過ぎたる愛情が死者の

安息のためならぬことを､生者が死者の世のことわりを解せぬことに焦点を当

てて歌う｡ つまり､生者がいつまでも死者をあまりに思い続けることは自然の

道理に反すると歌う｡だが､そこには地上から地下への一方的な思い､即ち上

から下への過剰なベクトルが下の世界の平安をかき乱すことになるとの消息が

鮮明な像を結ぶ形で提示されているとは必ずしも言い難い｡下へのベクトルに

隠された男の究極の願望が見えにくい｡男は上にいて下を求めるよりは､むし

ろ下の世界に行きたがっている｡即ち､生よりは死を求めている｡死んで再び

恋人とまみえたい｡この死への願望を女は悟る｡それをアイルランド語版は鮮

明に示す｡ c̀esinarMoThuama'の6連は､一般に2強勢詩行8行連で示され

ロスク詩形に似るが､4強勢詩行と捉えれば4行違である｡ここでは同詩の源

泉の一つ M̀Aire･nchdildmair,(4強勢詩行)に従い4行連で掲げる｡19'女 (Ise)

の語りをⅠ､男 (Eisean)の語りをEで示す｡アイルランド語版は対話のみから

成る｡

1 Ⅰ C̀6sinarmothuaman6anbuachai11dentl'rtd?'

E D̀Ambeadhbarrdodh益lamhagamnl'scarfainnteatchol'che.I

Ⅰ ÀAilleAinagusaansacht,nl'hamduitselul'liom-

tAboladhfuarnacr6orm,dathnagrelneisnagaoithe/
′■

2 E T̀孟clogarmochrol'istigh,atAll'ontalegrAduit,

lionndubhtaobhthl'osdechomhciardhubhlehairne.'

l M̀丘bhaineannaonnl'duitisgogclol'feadhanb孟std,

beadsaimshigaoitheromhatthl'osarnabanta.'

3 E 'Nuairisd6ighlemomhuintlrgOmbl'msearmoleaba,
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ardothuamaabhl'msl'nte601'chegomaidin,

agcursl'osmochruatainisagcrua-gholgodaingean,

tn'mochaill'ncidinstuamadoluadhlion'naleanbh/

4 I Àncuimhinleatanol'ohe丘dabhl'os-SaaguStuSa

agbunnachrainndroighnighisanoicheagcurcuisne?
′

Ceadmoladhlehlosamachndearnamaranmilleadh,

isgobhfuilmochor6inmhaighdeanais'nacrannsoillseosmochoinne/

5 E T̀孟nasagairtisnabrAithregachlaliomibhfTearg

dechionnabheithingrAlea暮,aMh孟ire,istdmarbh･

Dhianfainnfoscadhar anngaoithduitisdlJonduit6nbhfbarthainn,
ノ

aguscumhagearmochrol'-Setdabheiththl'osinsantalamh.

T̀abhairdonhallachtdodmhiithri'nisAirighset'athair,

isamaireanndedghaoltago16ireach'naseasamh,

n丘rligdontdaphdsadhistdbeoagamidbheatha,

isnahiarrfainnmarspr61eatachmoliintl,naghealadh:20)

英語版との大きな違いは､第1連が死者の問いから始まることである｡英語版

の第3連の後半に相当する｡英語版第3連前半の地の文などの導入抜きに出来

事の核心に突入する.地上の描写や1年と1日墓上の嘆きが続くことなど一切

を省く｡アイルランド語歌の一般的傾向として､このような地の文的説明や描

写は附随する散文の説明 (ddar)に追いやられ､感情を深く表現する部分 (本

バラッドでは対話部分)が歌として唄われる｡シャン･ノース歌唱などでは

ddarを語った前後に唄うのが本来のスタイルであった｡アイルランド語バラッ

ドの場合にも同様の役割分化が起きることがある｡

英語版では地上に軸足を置いたまま死者の言葉を受取らせるための風や雨と

いった装置が完備している｡かかる道具立てなしにアイールランド語版は始まる､

｢私の墓の上にいるのは誰｣と｡｢私の墓の上｣(armothuama)とあるから下か
らの言葉と直ちに判る｡この言葉は地下に軸足を置いて受取らざるを得ない｡

地上の要素は一切ないまま地下から上へ向けて問いが発せられるからである｡

地上の安全な立場から聞く英語版のような賛沢は許されていない｡｢誰｣との
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問いに男は直接答えず､許されればあなたの両手に触れたいと願う｡英語版の

口づけ願望に比べると控えめな言葉に聞こえるが実は違う｡男は ｢一旦手に触

れることを許されれば決して離しはしない｣と断固述べるからである｡ ｢決し
て｣(choiche)の語は死んだ恋人と二度と杜れない決意を表す｡離れない方法

は､生者が死者の側に行くしかない｡即ち､死者の問いへの生者の答えは死へ

の願望を暗示するものである｡それに対する女の言葉は死の世界の冷厳な現実

を突きつけるものであり､二要素から成る｡土の冷たい臭いと､陽と風の色と

である｡前者は英語版と共通するが後者の色 (dath)の要素はアイルランド語

版にしかない｡陽と風の色とは､日照りと風にさらされる荒涼たる墓場の環境

を指すが､色ともいえない色である｡ここで d̀ath'に強勢はなく､後に出てく

る重要な黒色への､あくまで伏線の役割を果たす｡

第2連になると英語版とのさらに大きな違いが現れる｡男の触れたい願いに

対する女の切 り返しで問答が終わらず､男は反論するように真情を2行にわた

って吐露し､そこに究極の願望が強く暗示されることである｡女への愛で一杯

であった心はその女の死により傷つき､心の底はリンボクのごとく真っ黒な黒

胆汁に染まる｡この黒は本歌で初めて出てきたはっきりした色であり､どの英

語版にも黒色は殆どない｡2り 心が真っ黒な憂いに沈むとは心が死の闇を目指す

ことの暗示である｡墓場の死の空間を表す色は第1連では荘たる色であったが､

ここに至り黒が死の色として聞く者の心象を覆いつくす｡黒色を前景化させる

ことにより荒涼たる死の世界へ向かう男の心が浮彫りになるのがアイルランド

語版の特徴であるが､さらに次に述べる母音韻の効果によりそれが下へのベク

トルであることも鮮やかに示される｡

第2連の韻律では､まず行末の母音韻/a:/が効果的に使われており､gr丘｢愛｣､
airne｢リンボク｣､bag｢死｣､binta｢野｣の4語が浮かび上がる｡リンボクほ

どに黒い悲しみを抱えた男の痛切な変の告白に対し､女は男の死ぬほどの思い

を悟り､あなたに万一死が迫れば私は野風となり迎えに行こうと応じる｡その

風は死の世界から吹く激しい旋風 (sfgaoithe)である｡英語版にも風は現れる

が､アイルランド語版では墓地をわたる単なる冷たい風ではなく､荒涼空間に

吹きすさぶ荒々しい風である｡風は第1連では荘たる曇色であったが第2連に

至り黒々とした風になる｡さらに､第1連で息 (̀boladh')と語られたものが

第2連では男を地下世界へと連れてゆく地下 (thios)からの風 (gaoithe)と化

す｡この風の変化のダイナミズムとあたりの黒々とした色合いとは英語版バラ

ッドに全く見られない｡愛と死のテーマが抽象的にならずに具体的な形象を伴
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って語られ､荒涼のバラッド空間が見事に表出される｡それを詩行の中央で支

えるのが母音の /i:/音である｡このようなアイルランド語の4強勢詩行におい

て句 (2強勢から成る)と句との境界は第2詩脚の真ん中にあるが､その両側

の強勢母音はアキル (aicill,行の前半と後半とを結ぶ紐帯的母音韻)を成す｡

ここではアキルの /i.･/音は心 (croIJ)の溢れる (llJonta)思いの底 (thl'os)への

ベクトルをひそかに示し､やがて男は圧倒する (clol'gh)力に屈し地下 (thl'os)

からの風 (gaoithe)に迎えられ､死の闇に沈んでゆく｡この僅か4行のアキル

の中に2回もthlJos(下へ)の語が使われ､墓の下に眠る女のもとへ行きたいと

いう男の究極の願望が強く暗示される｡この母音は第 1連の行末詩脚の強勢母

音のエコーであり､｢決して｣(choIJche)離れはしないとの男の思いはこの下へ
のベクトルの伏線であったことが判る｡

これ以降はアイルランド語版独自の展開をたどる｡ 第3連の句 ｢私が横たわ

るのはあなたの墓の上｣(∬dothuamaabhimsinte)はアイルランドで別ヴァ-

ション C̀aitBhinagusI'Marbh'(T孟imSIJntearDoThuama)やその英訳版 ÌAm

stretchedonYourGra,e,の冒頭行となる｡22'男は女とは子供の頃からの許婚だ

ったといい最終連ではそんな自分たちの結婚を邪魔した女の親や親戚連中を呪

う｡ここからさらに独自の展開をする歌 C̀eaiteanChdilChraobhaigh'はアイル

ランド西部コナマ-ラのシャン･ノース歌唱の重要なレパートリーとなってい

る｡
23)

第 1連～第3連を英語版と比較すると､仮にアイルランド語版が英語版の翻

訳に発するにせよ､その痕跡は二箇所しかない｡即ち､第 1連の C̀e…armo

thuama'(̀who…onmygravel)と第3連の àrdothuamaabhim(̀'TisI…onyour

gravel)である (括弧内は対応する英語版)｡第4連以降は英語版に対応する箇

所はない｡本歌はシールズが 1998年のバラッド国際会議で述べた､アイルラ

ンド語による創作バラッドに近いとも言える｡韻律は3音節詩脚が3つ続き2

音節詩脚で終わる4強勢詩行かつ母音韻型XY:YR (X,Yは可変の変数､Rは肺

韻として一定)の詩で､caoineadhと呼ばれる詩形に近い (Yはアキルを成す)0

英語版のバラッド韻律とは対照的である (2音節詩脚の7強勢詩行か､または

･dipodic,と見れば4音節詩脚が3つ続き1音節詩脚で終わる4強勢詩行)｡24'

女が語る第4連の前半は英語版の第6連 (庭園散歩の想い出を述べつつ最高

の華は萎れたと語る)に少し似るがニュアンスが違い､後半では違いが際立つ｡

自分たちの清らかな交際とその勲章である輝かしい乙女の冠のゆえにイユズス

をはめ称える｡この冠の光は第2連の暗黒が深ければ深いほど対照的に輝きを
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増す｡典礼暦において暗黒の聖金曜日を重視し復活祭の栄光を際立たせるアイ

ルランドならではの詩句である｡25'

続く第5連ではしかし男はまたも闇に沈もうとし､墓土に埋もれた女を風雨

から守ることを誓う｡第6連でも結婚を許さなかった女の側の親類を恨むばか

りで光と闇の対照が際立ったまま歌は終わる｡

英語版バラッドが生者の過剰な悲嘆と愛情ゆえの死者の安息の阻害に焦点が

あるとすれば､アイルランド語版は生者の強すぎる愛情が土を突き抜け死の闇

へ向かうさまを活写するといえる｡英語版は軸足を地上に､アイルランド語版

は軸足を地下に置くという視点の違いがこのような強調点の差を生むと考えら

れる｡

注

1) 2008年3月29日の神戸英米学会での講演に基づく｡｢眠れぬ墓｣は薮下卓郎教授

の訳語｡

2) W.P.Ker,FormandStyleinPoetqILectwesandNotes(London:Macmillan,1928),

pp.3-44.カーの言語分類はロマンス諸語 (フランス語､プロヴァンス語､イタリア

語､カタロニア語､カステイ-リヤ語､ポル トガル語)とゲルマン諸語 (英語､デ

ンマーク語､ノルウェー語､スウェーデン語､フェロー語､アイスランド語､ ドイ

ツ語､オランダ語)とに大別される｡

3) X̀lⅠⅠ･PartnershipinLyricalVerse'in T̀heLondonLecturesonFormandStylein

poeLry'(1914115),fbid.,pp.2191227.オホ トオクラハ (一般に3A+Bと図式化される)

は現代アイルランド語 (1650-)では7強勢詩行および8強勢詩行で用いられる｡

cf.菱川英一 ｢詩における句の考察- アイルランド語の4強勢詩行｣､r今を生きる

ケルト｣､京都アイルランド語研究会編 (東京 :英宝社､2007年)99-102頁｡

4) Hugh Shields,'NarrativeSongintheCelticLanguages',BaZZadResearch,ed･Hugh

Shields(Dublin:FolkMusicSocietyofIrelaJld,1986),p.I1.

5) カセットsce'azamhra'Z'nChez'Zteacha(C.LC.S.,TrinityCollege,Dublin,1985).

6) CathalGoaJl,̀Scialam hrainCheilteacha',BalladResearch51.和訳 (以下､和訳は

筆者による)- そのような歌 〔チャイル ド･バラッド〕はケルト話語にいくつか

存在するが本集に収められたものは二篇のみである (チャイル ド12番の L̀ord

Randal'と274番の ÒurGoodman'〔後掲のHi11ers論文参照〕の二篇oただし､アイ

ルランド語の歌 Àbheanudal'thall'とスコットランド･ゲ-ル語の歌 T̀higant-

eathar'とはチャイルド10番のバラッド ǹeTwaSisters'に関連するといえるであろ

う)｡他方､ブルトン語の歌 ÀrGomandonez'(妖精)は､恐らくフランス語の L̀e
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RoiRenaud'によってよく知られるヨーロッパのバラッド 〔類型)の､非常に興味

深い-つの形である｡

7) Àmhr孟nnahEascainne'はシャン･ノ-ス歌手オヘ一二一 (Seosamh6h丘anaf,Joe
HeaneyJ919-84)の録音もある (CDTheRoadjねmCo'mejnim 【Topic,2㈱ 】)Oオヘ

-ニ-もゴールウェ一県出身だが同歌はアイルランド西部､南西部の伝承であり北

西部にはか ､とシールズほ指溝 (後掲膏BTZ.agingtheCuZturalDL'vide430)O オカイン

(小説creJnaCiZLer墓場の土｣の作者)収集のゴールウェ-県コナマ-ラ地方の伝
統歌集FaoiRotha''naGre'ine(tag.Rl'onachUl'dgainlBAc:Coiscim.19991,pp.154-156)

は IC岳ardFh孟gasTdagDoPhiistf'(所謂 ǹuncupalivetestament'型)の別ヴァ-ショ

ンtAnEascaTtn'を収める0

8) ÀBheanUdal'Thall'についてはスコットランド･ゲ-ル語版の 甘 Bheanladachナ

｢嫉妬深い女｣がありスコットランドのバラ鳥出身のマグニール (FIoraMacNeil)

は母から習ったヴァ-ションを唄う (cDOTainFioFaidh【Temple,2000])o cf.Len

Graha恥̀MeetingChildontheRoad',DearFar-VoicedVeleWLIEssaysinHoTIOuTOfTom
Munne恥 ed.AnneClone(Mi如wnMalbay:'meOldKilfarboySociety,2船7),pp.99-1叫.
9) L̀eRoiRenaud'の汎ヨーロッパ性は主選の北欧起源や南信のプロヴァンス語版

L̀oComteAm aud'(LPRosinade托iraeMartina.CatifOnSdcfemnLZSfRevolum,1979])

やフランス語のままの西伝 (LPJuneTabor.ACutAbovelTopic,1979])から窺える0

10) ゴーアン収集歌のテクス トは次を参照oHugh ShieEds.DougLasScalyagusCathal

Goan,Bag.Sce'alamhra'L'nCheilteacha(BAc:AnCldchomhar,1985),

I1) Cf･DonalO'Sullivart,由.,SoTtgSOftheIT･ish(Dtlblin:Browne&Nolan,1960),pp.58-60.

HughShields,NatTativeSfngz.TtginlretaTZd(bishAcademicP,1993).pp.219-22l_ 他の

アイルランド語バラッド例は次を参照oSe血 dTuama,AnGrdinAmhJldF'n乃aガDaoifZe

(BAc:AnC16Chomhar,2001)Ipp.323-325.
12) SeandTtJamaandThomasKinsella,ATZDuGT2ai'e:1600-1900(DolmenP,1981),

pp.320-323.Hugh Shields了BaliadsinOralTranslationbetweenDistantlyRelated

Languages:Englishandhish',BridgingtheCuituTdDivideIOurCommonBaiiadHeT如ge,

eds･SigridRieuw由sandHelgaStein(Hildesheim:GeorgOlms,2㈱ ),p.432.

13) IbEdHp.433.バラッド形式とアイルランド語辞の韻律の関係については次の研究

を参照｡V.S.Blankenhorn,Zn'shVers抑 atz'on､°iss.(UofEdinburgh,1986).pp.165･169,

196-198.

14) BarbafaKillers,̀CllCkoldsandFaithfulWives:TheGelleSisoftheGaelic鮎11adof

…Peigl'nandPeadarM',EmilyLyie,eds･FfanCisJ･FischerandSigridRieuwerts(Trier:WVT.

2007),PPL100-i13.

15) C̀lerkSatJTIders'(Child69D)の第 13連では7年の服喪が言及される0

16) FraneisJamesChild,TheEnglishandScottishPopularBallads,eds-,MarkF･Heiman

arldLauraS弧tOnHeiman,2nded.,γol.2(Northfield:LoomiS,2002),p.287. 見かけ上4

軒の連 として提示 したが韻律上は2行の対句 と凝えることが可能である (線描の
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stewart説参照)0

17) Cf.̀Coldblowsthewindoermytm e-love,/Coldblowthedropsofrain;I(Child78C)･

18) Ibid.,p.285.cf.'Yoursaltentearstheytrickledown../(Child76H.b)L

19) R.A.Breatnach,･Roimmtam hrALdnRinn,,Eigse2(1940),pp.243-244(梨本邦直教授

のご好意による).cf.̀Ndraanchdi16mra'(Tom丘s6concheanainn,eag.,Nua-

Dhuanaz-re,cuid3･lDIAS,1978Lp.47); 菱川英一 ｢詩における旬の考察- アイルラ

ンド語の4強勢詩行｣86-96頁｡
20) AnDuanal're,PP.312-314.和訳- 〔第1連〕｢私の墓の上にいるのは誰｡土地の
青年ですか｡｣/ ｢もしあなたの両手に触れられれば二度と離しません｡｣/ ｢愛し

い人よ､あなたが私と横たわる時ではありません｡/私は冷たい土の匂いがし､太

陽と風の色がついています｡｣〔第2連〕｢あなたへの愛にあふれる僕の心は傷つ
き､/その下の黒胆汁 〔中世医学の四体液説で憂苦の気の原因を成すと考えられた〕

はリンボクのように真っ黒です｡｣/｢もしあなたに何事かあり死が迫ったな
ら､/私はあなたの前に野風となって現れましょう｡｣〔第3連〕｢僕が寝たと家族

が思う頃､/僕はあなたの墓に夜から朝まで横たわり､/苦しみつつ激しく泣くの

です､/子どものころ僕に約束されたおとなしく賢い娘を思って｡｣〔第4連〕｢覚
えていますか あの夜のこと､私とあなたが/サンザシの木のもとにいた夜､凍て

つくような夜でした｡/イユズスに賛美あれ 私たちは何の過ちもしませんでし

た､/私の乙女の冠は光り輝いています｡｣〔第5連〕｢司祭たちや修道士たちは/
僕がモーイレ､あなたが死んでいるのに愛していると､毎日怒ります｡/あなたを

陽から守り雨から防ごう/ああ我が心の悲しみ あなたは地の下にいる｡〔第6連〕

あなたの母と父に呪いあれ､/あなたの生きている親戚にも呪いあれ､/あなたが

生きている間､みな僕たちの結婚を邪魔した､/シャツを洗濯してくれる以上の持

参金を求めない僕なのに｡｣

21) m̀yeyesasblackassloe;I(̀TheBrownGirl',Child295B)等の常套直橡は他歌にあ

る｡｢黒胆汁｣(lionndubh)は暗喰と解せる｡cf.̀Therewillbeadefinitelystated

metaphorlinhsh],ascontrastedwiththemereallusivenessofEnglishlmetaphorr(Gerald

O'Nolan,Studiesz'nModemlrish,pt.2lDublin:EducationalColOfIreland,1920],pl3);

'Irishisfondoftheconcrete,whereEnglishfrequentlyhasEkeabstracE'(Z'bid..pp･819)A

22) 前者はFinoladsi∝hrdの録音 (cDSearcMoChleJibhl1999])などがある0

23) TreasaNl'Mhiolliinの録音 (カセットAnCZocharBa'nlCIC,1989])､DaraBinMac

Donnchadhaの録音 (cDRoghaAmhrdnlCIC,1999])､M丘irtl'nPheaits(うcualAinの録
音 (cDTraditionalSongsfromConnemaralCIC,2002])がある｡

24) GeorgeR.Stewart.Jr..'TheMeterofthePopularBallad',PMLJ140.4(1925),ppl935-

936.-一般に d̀ipodic'と捉えた英語バラッドの詩行は､行末詩脚以外が4音節詩脚3

つから成るアイルランド語4強勢詩行とリズム的にはほほ同一である｡ なお､4行

連と捉えた英語バラッドは一般にaAb,C4b,などの型と看倣される｡

25) RobertGravesの採るヴァ-シヨンでは最終連に B̀utplaitawandofbonnykirk,/
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Andlayitonmybreast;'(cf.Child77G)とあり死者の胸の樺が異教の楽園入りを約束

する (RobertGraves,ed..EngZz'shandScottishBaZZadsl1957;London:HeinemaJln,L969].

p.151)｡仮に英語版が異教的文脈であったとしてもアイルランド語版ではキリスト

教的文脈に移し変えられている｡聖金曜日とアイルランド語詩については次を参照｡

菱川英一 ｢連鎖の感覚- ロシアとアイルランドの口承性｣､sip10(日本詩学会､

2002年)37-45頁｡

(神戸大学)
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r~:t~~ (Abstract of Paper)

Scealamhran: A Study of 'Ce Sin ar Mo Thuama'

Eiichi Hishikawa

The ballad genre in Irish has been regarded as something of a rarity. Almost all the

critical studies of the genre have been centred upon a single instance, that of the Irish

version of 'Lord Randal' (Child 12), which is variously called in Irish 'Amhran na

hEascainne' or 'Ceard a Fhagas Ttl ag Do Phaisti'. Yet recent studies have identified

songs in Irish 'embodying features of ballad form or style' that might 'suggest a

broader presence of the ballad genre in Irish than the surviving specimens give

evidence or (Shields, 2000).

The present paper aims at exploring the field in that vein in depth with a close

comparison of the Child ballad 'The Unquiet Grave' (Child 78) and its counterpart in

Irish 'Ce Sin ar Mo Thuama', both of which have a number of related versions: 'Clerk

Saunders' (Child 69) and ~Sweet William's Ghost' (Child 77) for the fonner, and 'Cait

Bhan agus i Marbh' and 'Ceaite an ChuB Chraobhaigh' for the latter. In embodying the

principal feature of ballad style, that of presenting the event(s) in the concrete form of

expression, rather than the abstract, 'Ce Sin ar Mo Thuama' is more conspicuous than

'The Unquiet Grave'. In 'Ce Sin ar Mo Thuama~, for example, the mourning lover on

the grave is so concerned about how his broken heart is immersed in jet black

('lionndubh taobh thios de chomh ciardhubh Ie hairne' [a dark humour below the heart

as sable as a sloe]) that the mindscape of the hearer, along with his, is totally blackened.

This black colour is nowhere to be found in English versions of the ballad. These

elements in the Irish version help to heighten the stark atmosphere of the ballad.

To place such an argument in context, the present paper first discusses the

classificaion of European ballads according to language groups, then deals with ballads

in Celtic languages, and finally focuses on the English version and the Irish version of

the same ballad. Tee analysis of the Irish version is based on its four-stress line

structure, complete with the middle-of-the-line assonances acting as a link. This

structure is well attested by the similar fonn of one of its sources from An Rinn, 'Maire
~n chuil umair'.

(Kobe University)
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